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「料理が教えてくれた大切なこと」（生徒作文より） 

    校長 茅原 直樹 

いよいよ来週火曜日 19 日が卒業式となりました。  

私にとっていつも温かい笑顔あふれる３年生の皆さんととも  

にいると、とても心が落ち着きました。どうしてそう感じるの  

か考えていましたが、一つの答えが、 I   さんの書いてく  

れた標題の作文に表れているように思います。  

この作文は、令和５年度東京都産業教育振興会主催の「明日  

に生きる  －作文コンクール－」において中学生の部最優秀賞  

に選ばれた作品です（右はＩ   さんの作文が掲載された冊子の  

表紙です）。  

こんなに素敵な作文が書ける心優しいお子様を育んでこられ  

たご家族の皆様に敬意を表します。このような心優しい多くの  

生徒たちが二之江中学校の自慢です。  

３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。  

すべての保護者、地域の皆様、令和５年度の本校の教育活動へのご理解とご協力、ありがあとう

ございました。紙面をお借りして御礼申し上げます。  
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私の家族は父、母、姉、私、弟の五人家族です。両親は共働きで姉もアルバイトをしている

ため、夜に弟と二人になることはよくあります。そのような日は私が夜御飯を作っています。

この話をすると友達は口を揃えて「かわいそうだね」と言うのです。ですが私からしたらかわ

いそうなところは一つもなく、むしろうれしいのです。 

私は小さい頃から台所に立って料理をする父や母に憧れていました。そんな私が初めて台所

に立って料理をしたのは小学校五年生の夏でした。夏休みの宿題に御飯作りがあったからです。

初めて作ったのは「夏野菜カレー」でした。たくさんの具材を切るのは難しく、いつも料理を

していた父や母のようにスムーズには作れませんでした。玉ねぎを切っていたら、涙は出るし、

じゃがいもは大きくて切りにくいので「もうやめたい」と言ってしまいました。すると母は 

私に「小さい頃はお母さんもスムーズに料理ができなかったんだよ」と言いました。その時私

は自分のペースで作ればいいのだと気が楽になりました。 

時間をかけて作り、みんなの前に出すと、みんな目をキラキラさせて「美味しそう、早く食

べたい」と言ってくれました。その時私は、「またみんなに作りたい」と思い、たくさん料理を

するようになりました。 

中学１年生になった頃、父と母が仕事で帰りが遅くなることが多くなってきました。ある日

母は私に「今日は帰りが遅くなるから何かスーパーで買って食べてほしいな」と言いました。

その時私は無意識に「それなら今日の夜御飯私に作らせてよ」と言っていました。驚いた母は 

目を丸くしながらも「それなら今日はシチューとサラダをお願いできる？」と聞いてきました。

私は母に頼られたことがうれしくて「もちろん」と大きな声で返事をし、料理を始めました。 

一時間が経ち、全ての料理が完成して弟の前に出して、使った道具の片づけをしていると、

日本一生徒を大切にする中学校を目指します 
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教  育  目  標  

「いま」「ここ」でがんばる生徒を育てる  
◎  健康で心豊かな人  
◎  自ら学び実行する人  
◎  協力し合い責任を持つ人  

 

 



いつもより早く食べ終わっていました。「そんなに早く食べるとお腹こわすよ」と言うと、弟は

「だって美味しかったんだもん。おかわりしてもいい？」と聞いてきました。にんじん嫌いな

弟がお皿に残すことなく食べ、おかわりしたいと言うのです。その時私は初めて、御飯作りを

していてよかったと思いました。作った御飯の写真を撮り、メールで母に送ると、仕事の休憩

中だった母から「すごく美味しそう、帰ったらすぐに食べるからね」と返ってきました。 

中学三年生になった私は今でも御飯作りをしています。御飯作りを通して誰かのために何か

を作ることの喜びや笑顔を見ることのうれしさを感じられたからです。最近は祖母から教わっ

た宮崎県の郷土料理「チキン南蛮」も作れるようになりました。 

私の将来の夢はまだ迷っていて決められていません。ですが小学生のころから続けている御

飯作りで感じたように、人を笑顔にできたり、幸せを誰かと感じられるような仕事に就きたい

と思っています。そのために、日頃からマイナスな気分になるようなことは言わないようにし

たり、「ありがとう、ごめんね」などの言葉が意識しなくても言えるようにしたいです。 

なぜ私は両親や姉がいないときに御飯を作るのがうれしいのか、その理由は誰かに頼られる

ことがうれしいのと、御飯作りにはやりがいを感じられるからです。 

 

 

 

 昨日１４日に行った第 45 回二之江中学校卒業式（予行）において、中学校生活の 3 年間、頑張

った生徒に対して、各団体から表彰がありました。  

 また、岩●PTA 会長から生徒への卒業記念品の贈呈式も行いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【江戸川区健康努力生徒】 

〇組 Ａ      〇組 Ｓ      〇組 Ａ      

〇組 Ｔ      〇組 Ｎ      〇組 Ｋ      

 

【東京都体育優良・努力生徒】 

〇組 Ｚ      〇組 Ｍ      〇組 Ⅰ      

 

【東京都産業教育優良生徒】 

〇組 Ⅰ      〇組 Ｉ      〇組 Ｈ      

 

【珠算技能優秀者】 

〇組 Ｋ      

  

第 3 学年生徒表彰・PTA 卒業記念品贈呈式 

 

 

【表彰式の様子です。】  【岩●PTA 会長から代表生徒に  

 卒業記念品が手渡されました。】  

 

ホームページ版の学校だよりは、個人情報保護の観点

から保護者・関係者配付版とは異なり、生徒名等のは記

載しておりません。ご了承ください。 


